
各会派･議員の主張発表の場を 
 ５月14～16日に、市議会の「議会報告会・意見交換

会」が市内4ヵ所で行われました。 

  できるだけ多くのみなさんにご参加いただきたいと、

今年からは日曜の午後の開催に挑戦しました。14日(日)

は、｢春日謙信交流館｣で午後1時半からの開催でした。 

 ところが、マスコミでも指摘されているように、残念

ながら市民のみなさんの参加は８人と低調でした。 

 こうなると、開催日や開催時刻の改革だけでは抜本的

な改善にはならないということなのでしょうか。 

 そこで、私なりの考えです。 

 以前、改善を議論する場所でも主張しましたが、｢議会

報告会｣であるならば、議会でどんな議論になっているか

を、明確に示すことが何よりも大事ですから、今のよう

に各委員会ごとに様子を一般的に報告するのではなく、

｢各会派の代表が出席して、それぞれの主張を市民の前で

発表する｣という形にすることが必要であると考えます。 

 テレビ等でも、政治討論会などでは、各党の考え方の

違いがはっきりわかるように、代表が考えを述べ合いま

すが、そうした場を市議会でも作ることが、本当の意味

での｢市民に開かれた市議会｣であると思うのです。 

 この提案は、残念ながら市議会全体では多数の合意に

はなっていませんが、他市ではすでにこうしたやり方で

多くの市民の関心を呼んでいるとのことです(例、相模原

市など)ので、ぜひ実現させたいと思っています。 
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日本共産党上越市議会議員 

 東中島に建設中の新クリーンセン

ターは、5月29日に点火式を行い、

内部の乾燥作業に入りました。6月

12日から試運転、18日からは実際

のゴミを搬入しての試運転を行う予

定です。その後、7～９月には性能試

験を行って、9月30日に正式に市に

引き渡される計画です。 

 その後も一部で外構工事が残って

いるため、しばらくは搬入路が異な

るとのことです

が、10月からは

施設は本格稼働

ということにな

ります。 

 点火式を終え

た5月29日、市議会として現場を視

察し、最先端の技術を駆使した設備

を目の当たりにしてきました。 

 この施設では、一日あたり170ト

ンのゴミを処理できます。これは、

現在の二つのセンターの処理能力の

合計238トンよりも少ないのです

が、人口減少や市民のゴミ減量化の

努力の中で、現在のゴミの排出量に

は十分対応できるとのことです。 

 施設の特徴は、ゴミを搬入しやす

い動線に工夫したこと、高温で燃焼

できる高性能の炉を備えたこと、廃

熱を利用してくるみ家族園に温水を

供給するほか、年間2億円の売電収入

を見込む｢ごみ発電｣装置を設置して

いること、そして、見学学習機能の

充実を図ったことなどとのことです。 

 ＤＢＯ方式といって、設計、建

設、実際の運営のすべてを民間企業

に委託するやり方には大いに疑問が

ありますが、市民生活にとって欠く

ことのできない施設だけに、今後の

確実な稼働が楽しみです。 

 全国に｢新潟ショック｣という政治の衝撃を与

えた昨年の県知事選挙。ここ上越でも燃え上が

るような選挙戦で、特に10月10日の上越文化

会館での個人演説会での盛り上がりは目を見張

るものがありました。 

 その背景には、多くの人の｢市民の力で政治を

変えたい｣という熱い思いがあったと思います。

７ヵ月を経た今、ぜひ、振り返りながらお読み

ください。 

 すぐにお届けします。注文は下記へ！ 

｢ごみ発電｣の設備 


